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難聴高齢者補聴器購入費助成制度が、令和7年7月1日より刈谷市で正式に
スタートしました。加齢に伴う聴力の低下は、円滑な会話や社会参加を困難にし、
孤立や認知症の一因となることが指摘されています。そうした現状を踏まえ、補
聴器の購入費を市が一部助成することで、暮らしの質向上と社会とのつながりを
支援します。私が継続して市に働きかけてきた結果、今回の実現となりました。

● 年齢制限の撤廃に向けて
現在、対象は65歳以上に限られていますが、引き続き年齢

制限の撤廃を求めていきます。聴力の低下は年齢に関係なく起
こり得るものであり、特に働き盛り世代や若年層にとって、
補聴器の必要性は深刻な課題です。実際に、豊田市では18歳
以上を対象とした助成制度がすでに始まっています。刈谷市
でも早期の実現に向けて働きかけてまいります。

公明党の推進で、令和7年4月より帯状疱疹ワクチンが定期接種の対象となりまし
た。高齢者の健康維持と帯状疱疹や合併症に対する予防を目的としています。
■ 定期接種の概要（令和7年度）

対象者：令和7年度に65歳、または70歳以上で5歳刻み（70・75・80…100歳）
になる方 ※60～64歳で免疫機能に重い障害がある方も対象

接種費用：ビケン(1回接種) 2,500円、シングリックス(2回接種) 6,500円/回
(市民税非課税世帯等の方は事前申請で免除されます)

■ 刈谷市独自の助成制度
刈谷市では、定期接種対象外の方でも接種費用の一部助成を行っています。

公明党刈谷市議団の働きかけにより実現したもので、定期接種の枠を超えて、
より広い年齢層の市民の健康を守る取り組みです。

対象者 ：50歳以上の市民（定期接種対象外も含む）
助成費用：接種費用の一部を市が負担。

ビケン上限4,000円 シングリックス 1回あたり上限10,000円

● 制度の概要
対象者 ：市内在住の65歳以上で、医師の診断により補聴器が必要とされた方
助成額 ：購入費用の１/２、上限１.５万円（市民税非課税世帯は上限３万円）
対象機器：認定補聴器技能者が在籍する販売店で購入した補聴器
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6月の定例会では、①物価高騰対策について ②防災対策についての2項目を
質問しました。今回、公明党が推進してきた物価高対策について刈谷市の進捗
状況について確認しましたので、その一部を報告します。

政府は、物価高対策として地域の実情に応じた支援が可能となる「重点
支援地方交付金」を全国の自治体に配布する。今回、刈谷市の規模は。

今回、交付限度額として本市に示されたのは、約３,１００万円。
今回、追加された交付金をどのような事業に活用するお考えか。

物価高騰対策を目的とした交付金の推奨メニューとして、本市は、
これまで、給食の無償提供、Ｋ－ｐｏｎ、シニア向けおでかけキャン
ペーン、修学旅行費補助などの事業を行ってきており、新年度からは
学校教材費等への支援や給食費値上げ抑制のための公費負担も行って
いる。今回の交付金の活用方法については現在検討中です。
「住民税非課税世帯への３万円給付及び子育て世帯への子ども１人あた
り２万円の給付」の事業について刈谷市の進捗状況は。

対象の９０．７％の世帯へ給付をしている。(令和７年５月末時点)
給付金に関するこれまでの取組、現在の課題と今後の対応については。

令和３年度より住民税非課税世帯などを対象とした給付金や所得税
または住民税で定額減税しきれない方を対象とした調整給付金の給付
を実施。業務の実施にあたり、時間外勤務の増加など職員の業務負担
の課題があったが、令和６年度から業務を委託し、オンライン申請を
導入したことで、手作業によるデータ入力事務が削減、職員の負担軽
減となり、給付金の速やかな支給ができた。今後、新たな給付金の支
給を行なった場合でも、これまで同様、的確に対応していく。
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◆ 東刈谷駅南交差点の横断歩道に
大きな水たまりができ、通学中の
小学生が通行しづらいとのご意見。
市に要望し、水たまりができにくい
よう排水口周辺の地面を掘り下げ
水の流れを確保しました。

◆ 朝日中学校付近の交差点で、「マンホール
の蓋がガタつき、路面もひび割れ、陥没の危
険がある」とのご意見。市に要望し、新しい
マンホールの交換と路面の補修をしました。
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